
 
1
0
 

Ⅱ
 

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン
 

 １
．

調
査

目
的

 

武
庫

川
峡

谷
に

お
い

て
ハ

イ
キ

ン
グ

コ
ー

ス
と

し
て

利
用

さ
れ

て
い

る
廃

線
敷

や
桜

の
園

、
水

辺
空

間
等

を
利

用
し

た
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
の

実
態

を
調

査
し

、
新

規
ダ

ム
建

設
に

よ
る

影
響

と
そ

の
対

策
を

検
討

す
る

。
 

 ２
．

調
査

内
容

 

峡
谷

の
利

用
実

態
を

把
握

し
、

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

空
間

と
し

て
の

機
能

へ
の

影
響

を
整

理
す

る
と

と
も

に
、

ダ
ム

堤
体

が
遮

断
す

る
廃

線
敷

へ
の

対
応

策
を

含
め

、
影

響
へ

の
対

策
を

検
討

す
る

。
 

 ３
．

調
査

結
果

 

（
１

）
利

用
者

数
の

現
状
 

峡
谷

の
利

用
者

数
の

現
状

は
以

下
に

示
す

と
お

り
で

あ
る

。
今

回
と

平
成

７
年

で
は

、
調

査
時

期
に

多
少

の
差

異
は

あ

る
が

、
傾

向
と

し
て

利
用

者
数

は
増

加
し

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
。

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
表

．
地

点
別

方
面

別
利

用
者

数
（

平
成

19
年

度
）
 

利
用

者
数
(人

/
1
2h
r
:
 7

～
19

時
)
 

調
査

地
点

 
方

面
 

5
月

3
日
 
8

月
18

日
 1
1

月
2
3

日

武
田

尾
方

面
へ
 

1
,
0
1
7
 

4
0
3
 

1
,
5
2
5
 

S
t
.
1
 

（
エ

ン
ト

ラ
ン

ス
広

場
）
 

生
瀬

方
面

へ
 

3
5
6
 

6
0
 

8
2
3
 

武
田

尾
方

面
へ
 

8
7
4
 

3
9
4
 

9
7
5
 

S
t
.
2
 

（
名

塩
橋

）
 

生
瀬

方
面

へ
 

2
2
1
 

3
0
 

3
7
2
 

入
園

者
数
 

1
2
6
 

4
6
 

6
1
6
 

S
t
.
3
 

（
桜

の
園

エ
ン

ト
ラ

ン
ス

部
）
 

退
園

者
数
 

1
6
4
 

2
4
 

5
9
7
 

※
5

月
3

日
：

ゴ
ー

ル
デ

ン
ウ

ィ
ー

ク
連

休
初

日
 

※
8

月
18

日
：

夏
休

み
期

間
中
 

※
1
1

月
23

日
：
3

連
休

の
初

日
 

 

表
．

地
点

別
方

面
別

利
用

者
数

（
平

成
7

年
度

）
 

利
用

者
数
(人

/
1
2h
r
:
 7

～
19

時
)
 

調
査

地
点

 
方

面
 

5
月

6
日
 

1
1

月
26

日
 

武
田

尾
方

面
へ
 

2
6
1
 

7
5
9
 

今
回

の
S
t
.1
 

と
ほ

ぼ
同

じ
地

点
 

生
瀬

方
面

へ
 

1
2
5
 

3
5
6
 

武
田

尾
方

面
へ
 

2
6
7
 

5
7
3
 

今
回

の
S
t
.2
 

と
ほ

ぼ
同

じ
地

点
 

生
瀬

方
面

へ
 

1
4
8
 

1
6
9
 

※
「

武
庫

川
ダ

ム
環

境
調

査
」（

兵
庫

県
、

平
成

8
年

3
月

）
よ

り
作

成
 

  

 幅
広

い
年

齢
層

の
利

用
者

が
み

ら
れ

、
1
0～

20
代

の
カ

ッ
プ

ル
、
2
0
～
4
0

代
の

親
子

連
れ

な
ど

、
若

い
世

代
の

利
用

も
目

立
っ

た
。
 

 廃
線

敷
に

お
け

る
利

用
者

の
一

方
向

へ
の

移
動

は
、
生

瀬
方

面
か

ら
武

田
尾

方
面

へ
と

抜
け

る
人

々
が

大
半

で
あ

っ
た

。

武
田

尾
方

面
か

ら
の

利
用

者
は

、
途

中
の

桜
の

園
や

付
随

す
る

施
設

な
ど

で
時

間
を

過
ご

し
、

そ
の

後
は

、
再

び
武

田

尾
方

面
へ

と
帰

っ
て

ゆ
く

人
々

が
多

い
。
 

 一
方

、
生

瀬
方

面
か

ら
武

田
尾

方
面

へ
と

抜
け

ず
、

途
中

で
引

き
返

す
利

用
者

は
、

日
常

的
な

散
歩

の
ル

ー
ト

と
し

て

い
る

近
隣

住
民

が
主

体
で

あ
る

可
能

性
が

高
い

。
 

 （
２

）
利

用
の

種
別

の
現

状
 

峡
谷

の
利

用
の

種
別

の
現

状
は

、
以

下
に

示
す

と
お

り
で

あ
る

。
 

利
用

で
も

多
か

っ
た

の
は

、
季

節
に

よ
ら

ず
、
弁

当
＝

昼
食

を
と

る
場

と
し

て
の

利
用

で
あ

り
、
エ

ン
ト

ラ
ン

ス
広

場
、

桜
ふ

れ
あ

い
広

場
、

親
水

広
場

、
展

望
広

場
な

ど
の

ほ
か

、
廃

線
敷

脇
の

木
陰

や
河

原
な

ど
が

利
用

さ
れ

て
い

る
。
 

＊
移

動
す

る
利

用
者

の
利

用
目

的
を

判
定

す
る

こ
と

は
難

し
い

た
め

、
利

用
者

が
足

を
止

め
一

定
時

間
を

過
ご

す
行

為
に

着
目

し
て

記
録

し
た

。

こ
の

た
め

、
移

動
そ

の
も

の
が

利
用

目
的

で
あ

る
ハ

イ
キ

ン
グ

な
ど

は
記

録
の

対
象

外
と

し
て

い
る

。
 

 

①
 

利
用

の
種

別
と

利
用

の
延

べ
人

数
 

           

②
 

利
用

の
分

布
 

                

 バ
ー

べ
キ

ュ
ー

、
川

遊
び

、
釣

り
な

ど
は

弁
当

や
休

憩
と

異
な

り
、

他
の

利
用

に
付

随
し

て
い

る
可

能
性

は
低

く
、

ハ

イ
キ

ン
グ

と
同

様
に

来
訪

の
主

た
る

目
的

と
な

っ
て

い
る

。
中

で
も

バ
ー

ベ
キ

ュ
ー

、
川

遊
び

は
、

春
季

に
限

定
さ

れ

る
が

利
用

例
は

多
い

。
た

だ
し

、
前

項
の

「
利

用
者

数
の

現
状

」
の

調
査

結
果

と
考

え
合

わ
せ

る
と

、
峡

谷
の

利
用

は

S
t
.1

S
t
.3

S
t.
2

廃
線
敷
 

武
田
尾
方
面
 

生
瀬
方
面
 

S
t
.1
 

S
t
.2
 

実
線

が
太

い
ほ

ど
利

用
者

数
が

多
い

。
 

弁
当
 

図
．

利
用

の
種

別
と

利
用

の
延

べ
人

数
 

2
5
4

8
4

2

2
6

32

7
3

88

274

2
1
4

1
5
2

1
3
4

6
9

8

247

0
5
0

1
0
0

1
5
0

2
0
0

2
5
0

3
0
0

弁
当

休
憩

ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾍ
ﾞ
ｷ
ｭ
ｰ

川
遊

び

釣
り

景
観

眺
望

写
真

撮
影

散
歩

5月
3
日

8月
1
8日

11
月

23
日

ﾊ
ﾞｰ
ﾍ
ﾞｷ
ｭ
ｰ
 

※
調

査
区

間
（

武
田

尾
橋

～
生

瀬
橋

間
）

を
24

区
画

し
て

整
理

し
た

、
区

画
ご

と
の

利
用

の
種

別
及

び
利

用
の

延
べ

人
数
 

図
．

利
用

の
種

別
と

利
用

の
延

べ
人

数
 

0

8
0

1
6
0

2
4
0

3
2
0

4
0
0

4
8
0

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

延 べ 人 数 (5 月 ・ 8 月 ・ 1 1 月 の 合 計 )

散
歩

写
真

撮
影

景
観

眺
望

釣
り

川
遊

び

バ
ー

ベ
キ

ュ
ー

休
憩

弁
当
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1
1
 

ハ
イ

キ
ン

グ
が

も
多

く
、

バ
ー

ベ
キ

ュ
ー

や
川

遊
び

が
、

そ
れ

に
次

い
で

い
る

。
 

（
３

）
廃

線
敷

へ
の

対
応

策
 

新
規

ダ
ム

を
建

設
し

た
場

合
、

ダ
ム

サ
イ

ト
付

近
は

、
ダ

ム
本

体
に

よ
り

廃
線

敷
が

遮
断

さ
れ

る
。

前
述

の
調

査
結

果

で
明

ら
か

に
な

っ
た

と
お

り
、

武
庫

川
峡

谷
は

多
く

の
人

々
が

多
様

な
利

用
を

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
廃

線
敷

を
で

き
る

だ
け

現
在

と
同

様
に

利
用

で
き

る
よ

う
配

慮
す

る
。

な
お

、
遮

断
さ

れ
る

ダ
ム

サ
イ

ト
付

近
の

廃
線

敷
は

、
ダ

ム
本

体
を

迂
回

す
る

工
事

用
道

路
を

利
用

す
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

。
 

                ４
．

ま
と

め
 

・
峡

谷
の

利
用

者
数

は
、

過
年

度
比

で
増

加
し

て
お

り
、

利
用

の
種

別
、

場
所

に
差

異
は

あ
る

も
の

の
、

峡
谷

が
全

体
と

し

て
余

暇
あ

る
い

は
日

常
生

活
の

様
々

な
ニ

ー
ズ

に
応

え
て

い
る

。
事

業
を

実
施

す
る

際
に

は
、

こ
う

し
た

利
用

へ
の

配
慮

が
必

要
で

あ
る

。
 

・
新

規
ダ

ム
を

建
設

す
る

場
合

に
は

、
現

在
の

廃
線

敷
が

ハ
イ

キ
ン

グ
コ

ー
ス

と
し

て
利

用
さ

れ
て

い
る

機
能

を
維

持
す

る

よ
う

配
慮

す
る

。
但

し
、

洪
水

時
に

は
貯

水
池

内
に

洪
水

が
貯

ま
り

、
廃

線
敷

が
冠

水
し

や
す

く
な

る
こ

と
か

ら
、

利
用

者
の

安
全

を
確

保
す

る
た

め
、

①
廃

線
敷

の
利

用
制

限
、

②
洪

水
時

の
利

用
者

の
避

難
対

策
な

ど
の

安
全

対
策

に
つ

い
て

今
後

検
討

す
る

。
 

 

 

 

工
事

用
道

路
を

ﾊ
ｲ
ｷ
ﾝ
ｸ
ﾞ
ｺ
ｰ
ｽ
と

し
て
活
用

 

廃
線
敷

の
状
況

 

図
 

新
規

ダ
ム

建
設

に
よ

る
廃

線
敷

へ
の

影
響
 

新
規

ダ
ム
サ

イ
ト
 

今
回

の
調
査
結
果
に
つ
い

て
は
、
今
後

、
河
川
審
議

会
環
境
部
会
の
評

価
を
受
け
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
そ
の
際
の
意
見

を
踏

ま
え
引
き
続
き
検
討

を
進
め
て
い
く
。
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1
2
 

Ⅲ
 

動
物
 

 Ⅲ
-
１

．
生

息
情

報
を

補
完

す
る

た
め

の
現

地
調

査
（

補
完

調
査

）
 

（
１

）
調

査
の

目
的

お
よ

び
内

容
 

平
成

18
年

度
に

武
庫

川
峡

谷
に

お
け

る
現

地
調

査
の

実
施

状
況

を
整

理
し

た
結

果
、
現

地
調

査
の

回
数

が
少

な
い

こ
と

に
よ

り
計

画
地

に
お

け
る

生
息

状
況

を
把

握
し

き
れ

て
い

な
い

可
能

性
の

あ
る

分
類

群
（

コ
ウ

モ
リ

類
、

カ
ワ

ネ
ズ

ミ
、

猛
禽

類
）

が
存

在
し

て
い

た
た

め
、

そ
れ

ら
の

生
息

状
況

を
確

認
す

る
た

め
の

現
地

調
査

を
実

施
し

た
。
 

 

（
２

）
調

査
結

果
 

①
 
コ

ウ
モ

リ
類

 

武
庫

川
峡

谷
内

に
お

い
て

4
種

の
洞

穴
性

コ
ウ

モ
リ

が
確

認
さ

れ
た

が
、

計
画

区
域

内
で

生
息

が
確

認
さ

れ
た

の
は

キ
ク

ガ
シ

ラ
コ

ウ
モ

リ
の

み
で

あ
り

、
計

画
区

域
に

生
息

環
境

と
し

て
重

要
な

繁
殖

地
や

集
団

越
冬

地
は

認

め
ら

れ
な

か
っ

た
。
 

 

②
 
カ

ワ
ネ

ズ
ミ

 

生
息

を
確

認
で

き
な

か
っ

た
。
 

 

③
 
猛

禽
類

 

武
庫

川
峡

谷
に

お
い

て
8

種
が

確
認

さ
れ

た
が

、
計

画
区

域
に

営
巣

し
て

い
る

種
、

計
画

区
域

内
を

主
要

な
採

餌
環

境
と

し
て

利
用

し
て

い
る

種
は

な
か

っ
た

。
 

 

表
 

現
地

調
査

の
実

施
状

況
と

結
果

の
概

要
 

調
査

対
象
 

こ
れ

ま
で

の
調

査
状

況
と

今
回

の
追

加
調

査

の
必

要
性
 

調
査

方
法
 

調
査

結
果
 

コ
ウ

モ
リ

類
 

廃
ト

ン
ネ

ル
や

試
掘

横
坑

に
洞

穴
性

の
種

（
県

R
D
B

の
要

調
査

種
）

が
生

息
し

て
い

る

可
能

性
が

あ
る

が
、

調
査

回
数

が
少

な
く

、

生
息

状
況

が
よ

く
わ

か
っ

て
い

な
い

。
 

任
意

観
察
 

捕
獲

調
査
 

3
日

×
4

季
 

 
4

種
の

洞
穴

生
コ

ウ
モ

リ
が

確
認

さ
れ

た
が

、

計
画

区
域

内
で

生
息

が
確

認
さ

れ
た

の
は

、

廃
屋

等
に

も
よ

く
生

息
す

る
キ

ク
ガ

シ
ラ

コ

ウ
モ

リ
の

み
で

あ
り

、
コ

ウ
モ

リ
類

の
繁

殖

地
や

集
団

越
冬

地
は

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

。
 

カ
ワ

ネ
ズ

ミ
 

渓
流

環
境

に
依

存
す

る
種

で
あ

り
、

計
画

区

域
に

も
生

息
す

る
可

能
性

が
あ

る
。

過
去

の

調
査

で
は

本
種

の
も

の
と

思
わ

れ
る

食
痕

を

確
認

し
て

い
る

が
、

類
似

の
食

痕
を

残
す

種

も
あ

る
た

め
、

追
加

調
査

が
必

要
と

考
え

た
。
 

任
意

観
察
 

ﾄ
ﾗ
ｯ
ﾌ
ﾟ
法
 

ﾌ
ｨ
ｰ
ﾙ
ﾄ
ﾞ
ｻｲ

ﾝ法
 

3
日

×
4

季
 

 
調

査
で

は
生

息
を

確
認

で
き

な
か

っ
た

。
 

 
本

川
は

川
幅

が
広

す
ぎ

る
点

、
支

川
は

頻
繁

に
水

が
涸

れ
る

点
や

餌
と

な
る

水
生

生
物

が

少
な

い
点

か
ら

、
本

種
が

生
息

し
て

い
る

可

能
性

は
低

い
と

判
断

さ
れ

た
。
 

猛
禽

類
 

繁
殖

期
の

調
査

を
十

分
に

実
施

で
き

て
い

な

い
こ

と
、

計
画

区
域

が
広

域
を

見
渡

し
に

く

い
立

地
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
繁

殖
期

に
観

測

地
点

数
を

増
や

し
た

調
査

を
実

施
し

、
生

息
・

繁
殖

状
況

を
確

認
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

定
点

観
察
 

(
7

地
点
)
 

3
日

×
3

回
 

(
2
・
5
・
7

月
)
 

 
8

種
が

確
認

さ
れ

た
が

、
計

画
区

域
に

営
巣

し

て
い

る
種

、
計

画
区

域
内

を
主

要
な

採
餌

環

境
と

し
て

利
用

し
て

い
る

種
は

な
か

っ
た

。
 

 
ハ

チ
ク

マ
と

オ
オ

タ
カ

の
餌

運
び

を
確

認
し

た
が

、
飛

翔
経

路
か

ら
営

巣
地

は
計

画
区

域

の
外

側
に

あ
る

と
推

測
さ

れ
た

。
 

 

（
３

）
ま

と
め

 

新
た

に
数

種
の

貴
重

種
の

生
息

を
確

認
し

た
が

、
そ

れ
ら

も
含

め
て

、
計

画
区

域
を

特
に

重
要

な
生

息
環

境
と

し

て
利

用
し

て
い

る
種

は
な

く
、

こ
れ

ま
で

に
確

認
さ

れ
て

い
た

動
物

種
に

対
す

る
対

策
（

植
生

の
再

生
）

と
別

に
、

特
別

に
重

点
的

な
配

慮
を

検
討

す
べ

き
動

物
種

の
生

息
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。
 

   Ⅲ
-
２

．
峡

谷
特

有
の

植
生

に
依

存
す

る
昆

虫
類

に
関

す
る

文
献

調
査
 

（
１

）
調

査
の

目
的

お
よ

び
内

容
 

試
験

湛
水

に
よ

り
湛

水
区

域
か

ら
一

旦
消

失
す

る
昆

虫
類

の
う

ち
、

峡
谷

特
有

の
植

生
ま

た
は

植
物

種
に

依
存

す

る
種

に
つ

い
て

は
、

周
辺

に
供

給
源

が
少

な
い

た
め

、
植

生
を

再
生

さ
せ

て
も

回
復

し
な

い
可

能
性

が
あ

る
。

こ
の

よ
う

な
種

の
武

庫
川

峡
谷

に
お

け
る

生
息

の
有

無
を

検
証

す
る

た
め

に
、

文
献

と
過

去
の

環
境

調
査

の
結

果
か

ら
峡

谷
特

有
の

植
生

・
植

物
と

関
係

性
の

大
き

い
種

を
抽

出
し

、
そ

の
依

存
性

に
つ

い
て

検
証

し
た

。
 

峡
谷

特
有

の
植

生
は

、
河

辺
・

岩
上

植
物

群
落

、
カ

ワ
ラ

ハ
ン

ノ
キ

群
集

、
露

岩
地

と
捉

え
、

そ
の

主
要

構
成

種

な
ら

び
に

そ
の

植
生

を
生

育
環

境
と

す
る

貴
重

種
を

対
象

に
検

討
し

た
。

 

 

（
２

）
調

査
結

果
 

 武
庫

川
峡

谷
の

サ
ツ

キ
、

ア
オ

ヤ
ギ

バ
ナ

、
カ

ワ
ラ

ハ
ン

ノ
キ

に
特

異
的

に
依

存
し

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る

昆
虫

種
は

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

。
 

 特
有

の
植

物
種

に
依

存
し

て
い

る
昆

虫
種

と
し

て
は

、
ツ

メ
レ

ン
ゲ

を
食

草
と

し
て

利
用

す
る

ク
ロ

ツ
バ

メ

シ
ジ

ミ
が

確
認

さ
れ

た
。

本
種

は
、

昆
虫

類
を

対
象

と
し

た
現

地
調

査
に

お
い

て
、

計
画

区
域

外
で

の
み

確

認
さ

れ
て

い
る

。
 

 

表
 

峡
谷

特
有

の
植

生
の

主
要

構
成

種
お

よ
び

貴
重

種
を

利
用

す
る

昆
虫

類
 

利
用

す
る

種
と

利
用

形
態
 

区
 

分
 

分
布

状
況
 

（
参

考
資

料
１

）
 

種
 

名
 

食
草

と
し

て
の

利
用
 

（
参

考
資

料
２

）
 

吸
蜜

源
と

し
て

の
利

用
 

（
参

考
資

料
３

）
 

計
画

区
域

の
個

体
群

に
依

存
す

る
種

の
有

無
 

サ
ツ

キ
 

広
域

に
生

息
す

る
、

害

虫
と

し
て

も
知

ら
れ

る
種

の
み
 

計
画

区
域

外
に

も
広

く

分
布

す
る

チ
ョ

ウ
類

が

中
心

。
 

な
し
 

ア
オ

ヤ
ギ

バ
ナ
 

文
献

に
は

記
載

な
し
 

 

未
調

査
（

形
態

か
ら

は
依

存
す

る
も

の
は

な
い

と

推
測

さ
れ

る
）
 

な
し
 

峡
谷

特
有

の
植

生
の

主
要

構
成

種
（

上
の

2

種
は

貴
重

種
）
 

計
画

区
域

の
上

流
に

も
分

布
す

る
が

、
大

部
分

が

計
画

区
域

に
分

布
 

 

カ
ワ

ラ
ハ

ン
ノ

キ
 

利
用

す
る

種
は

多
い

が
、

そ
れ

ら
は

他
の

樹

種
も

利
用

。
 

－
（

風
媒

花
）
 

な
し
 

露
岩

地
に

生
育

す
る

貴
重

種
 

湛
水

区
域

外
に

も
多

数
分

布
 

ツ
メ

レ
ン

ゲ
 

ク
ロ

ツ
バ

メ
シ

ジ
ミ
 

未
調

査
（

ク
ロ

ツ
バ

メ
シ

ジ
ミ

は
利

用
）
 

な
し

（
ク

ロ
ツ

バ

メ
シ

ジ
ミ

は
計

画
区

域
外

で
の

み
確

認
）
 

 （
３

）
ま

と
め

 

 河
辺

・
岩

上
植

物
群

落
の

主
要

構
成

種
で

か
つ

貴
重

種
で

あ
る

サ
ツ

キ
・

ア
オ

ヤ
ギ

バ
ナ

に
依

存
し

て
い

る

と
考

え
ら

れ
る

昆
虫

種
は

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

。
 

 特
異

的
な

依
存

関
係

と
し

て
は

、
峡

谷
の

露
岩

地
に

生
育

す
る

ツ
メ

レ
ン

ゲ
と

ク
ロ

ツ
バ

メ
シ

ジ
ミ

の
関

係

が
あ

る
が

、
ク

ロ
ツ

バ
メ

シ
ジ

ミ
は

湛
水

区
域

外
で

確
認

さ
れ

て
い

る
た

め
、

試
験

湛
水

に
よ

る
影

響
で

個

体
群

が
消

失
す

る
可

能
性

は
低

い
と

考
え

ら
れ

る
。
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1
3
 

Ⅲ
-
３

．
魚

類
の

移
動

に
か

か
る

保
全

措
置

の
検

討
 

（
１

）
調

査
の

目
的

お
よ

び
内

容
 

新
規

ダ
ム

は
流

水
型

ダ
ム

で
あ

る
た

め
流

れ
の

つ
な

が
り

は
確

保
さ

れ
る

が
、

放
流

口
が

約
4
5
m

の
暗

渠
に

な
る

こ
と

や
減

勢
工

部
分

に
深

み
が

生
じ

る
こ

と
で

、
回

遊
性

魚
類

等
の

移
動

に
影

響
が

及
ぶ

お
そ

れ
が

あ
る

こ
と

か
ら

、

そ
の

影
響

を
緩

和
す

る
た

め
の

具
体

的
な

保
全

措
置

（
構

造
上

の
工

夫
）

に
つ

い
て

検
討

す
る

。
 

 

（
２

）
調

査
結

果
 

①
 
暗

所
の

遡
上

を
促

進
す

る
た

め
の

工
夫

 

【
 
遡

上
の

可
能

性
の

検
討

 】
 

 流
水

型
ダ

ム
の

先
行

事
例

で
あ

る
益

田
川

ダ
ム

（
島

根
県

）
で

は
、

暗
渠

部
（

延
長

約
30
m
）

に
照

明
設

備
は

設

置
さ

れ
て

い
な

い
が

、
平

成
2
0

年
8

月
の

調
査

で
は

ダ
ム

サ
イ

ト
上

流
で

ア
ユ

の
生

息
が

確
認

さ
れ

て
い

る
。
 

 国
内

の
他

ダ
ム

の
事

例
で

は
、

魚
道

の
暗

渠
内

に
照

明
を

設
置

し
て

い
る

例
が

い
く

つ
か

あ
り

、
そ

れ
ら

で
は

実
際

に
ア

ユ
等

の
遡

上
も

確
認

さ
れ

て
い

る
（

下
表

参
照

）。
 

 海
外

に
お

い
て

も
、

照
明

設
備

の
な

い
条

件
下

で
魚

道
の

暗
渠

（
長

2
.
2
km

）
を

通
過

す
る

と
い

う
事

例
が

報

告
さ

れ
て

い
る

。
一

方
、

暗
渠

の
出

入
り

口
に

お
い

て
明

暗
が

突
然

に
変

化
す

る
と

、
種

に
よ

っ
て

は
暗

渠
へ

の
進

入
を

躊
躇

す
る

と
い

う
実

験
結

果
が

あ
る

。
更

に
、

出
入

り
口

に
照

明
を

設
置

し
明

暗
の

差
を

緩
和

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
魚

類
を

ス
ム

ー
ズ

に
通

過
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

と
い

う
実

験
結

果
も

得
ら

れ
て

い
る

。
 

 現
状

で
は

、
武

庫
川

に
生

息
す

る
ア

ユ
な

ど
の

種
が

、
益

田
川

ダ
ム

よ
り

も
延

長
の

長
い

暗
渠

を
問

題
な

く
遡

上
で

き
る

か
ど

う
か

に
つ

い
て

判
断

で
き

る
だ

け
の

根
拠

は
な

い
。
 

  

表
 

他
ダ

ム
に

お
け

る
照

明
施

設
の

設
置

事
例

 

ダ
ム

名
 

魚
道

竣
工

年
 

魚
道

延
長

（
魚

道
落

差
）
 

暗
渠

の
距

離
 

照
明

設
備
 

瀬
戸

石
ダ

ム
（

熊
本

県
） 

平
成

1
3

年
度
 

約
4
30
 m

 
（
 
－
 
）
 

約
3
00
 
m
 
 

光
フ

ァ
イ

バ
ー
 

白
丸

ダ
ム

（
東

京
都

）
 

平
成

1
4

年
4

月
 

3
3
2
 
m
 

（
 
2
7 
m
）
 

1
2
5 
m
 
 

照
明

の
種

類
は

不
明
 

池
田

ダ
ム

（
徳

島
県

）
 

昭
和

5
0

年
 

1
6
5
.
0
 
m
 

（
1
1
.
3
 
m
）
 

5
5
.8
 m

 
 

黄
色

光
 

船
明

ダ
ム

（
静

岡
県

）
 

昭
和

5
2

年
8

月
 

2
8
0
 
m
 

（
約

1
5 
m
）
 

1
6
9.
4 
m
 
 

ナ
ト

リ
ウ

ム
灯
 

 

【
 
対

応
方

針
 
】

 

魚
類

の
遡

上
の

確
実

性
を

向
上

さ
せ

る
た

め
に

、
暗

渠
内

に
照

明
設

備
を

設
置

す
る

必
要

性
に

つ
い

て
引

き

続
き

検
討

を
進

め
る

。
 

  

 

      

 

②
 
流

れ
の

連
続

性
を

確
保

す
る

た
め

の
工

夫
 

【
 
課

題
の

検
討

 】
 

 放
流

口
内

の
落

差
は

、
薄

流
を

形
成

す
る

と
と

も
に

流
速

を
上

げ
、

魚
類

の
遡

上
に

影
響

を
与

え
る

。
ま

た
、

減
勢

工
の

水
深

が
深

い
場

合
、

魚
類

の
遡

上
率

が
低

下
す

る
こ

と
が

知
ら

れ
て

い
る

。
 

 

【
 
対

応
方

針
 
】

 

 流
水

型
ダ

ム
の

先
行

事
例

で
あ

る
益

田
川

ダ
ム

を
参

考
に

、
放

流
口

内
の

落
差

を
解

消
し

、
減

勢
工

内
の

水
深

を
浅

く
す

る
な

ど
の

配
慮

を
行

う
。
 

  

                  

（
３

）
ま

と
め

 

ダ
ム

堤
体

に
よ

る
生

物
の

移
動

阻
害

を
回

避
す

る
た

め
に

、
回

遊
性

魚
類

の
遡

上
に

必
要

な
水

深
や

流
速

に
配

慮

し
た

放
流

口
や

減
勢

工
の

構
造

を
検

討
し

た
。

ま
た

、
暗

所
遡

上
の

対
策

に
つ

い
て

は
、

暗
渠

内
に

照
明

設
備

を
設

置
す

る
必

要
性

に
つ

い
て

引
き

続
き

検
討

を
進

め
る

。
 減

勢
工

内
水

位
と

洪
水

吐
き

敷
高

に
2m

の
落

差
が
生

じ
る

薄
流

が
形
成

さ
れ
る

（
流

速
も
大
き
く
な

る
）

減
勢

工
内

水
深

が
8m

と
な

る

元
の

形
状

魚
類

の
遡

上
に

配
慮

副
ダ

ム
の
高

さ
は

共
に

8m
と

な
り

、
洪

水
時

の
減

勢
機

能
は

同
等

元
の

形
状

減
勢

工
内

水
深

を
3m

と
す

る

洪
水

吐
き

敷
高

を
2m

下
げ

る
こ

と
に

よ
り

落
差

を
解

消
副
ダ

ム
に

は
ス

リ
ッ

ト
を

設
け
る

（
下

流
側

は
切

り
欠

き
水

路
）

堤
体

直
上
で

澪
筋

の
堀

込
み

（
擦

り
付

け
）

元
の

河
床

対
応

策

今
回
の
調
査
結

果
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
河
川
審
議

会
環
境

部
会
の
評
価
を
受

け
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
そ
の

際
の

意
見
を
踏
ま
え

引
き
続
き
検
討
を

進
め
て
い
く
。
 

< 262 >



  
1
4
 

（
参

考
資

料
１

）
峡

谷
特

有
の

植
生

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
参

考
資

料
２

）
峡

谷
特

有
の

植
物

を
食

草
と

し
て

利
用

す
る

昆
虫

 
 

 
 

 
 

 

                         （
参

考
資

料
３

）
峡

谷
特

有
の

植
物

を
吸

蜜
源

と
し

て
利

用
す

る
昆

虫
 

  

峡
谷

内
峡

谷
外

ﾂ
ﾂ
ｼﾞ

ｸﾞ
ﾝ
ﾊﾞ

ｲ
ﾂ
ﾂｼ

ﾞ類
○

ﾙ
ﾘ
ﾁｭ

ｳﾚ
ﾝ
ｼﾞ

ﾂ
ﾂｼ

ﾞ類
○

ﾍ
ﾞ
ﾆﾓ

ﾝｱ
ｵ
ﾘ
ﾝｶ
ﾞ

ﾂ
ﾂｼ

ﾞ類
ﾂ
ﾂ
ｼﾞ

ﾊﾏ
ｷ
ﾎ
ｿｶ
ﾞ

ﾂ
ﾂｼ

ﾞ類
ｱ
ｵ
ﾔｷ

ﾞﾊ
ﾞﾅ

文
献

に
よ

る
情

報
な

し
-

-
-

ﾊ
ﾝ
ﾉｷ

ﾊﾑ
ｼ

ﾊ
ﾝﾉ

ｷ類
､ﾔ

ﾅｷ
ﾞ
類

○
ｸ
ﾛ
ﾎﾞ

ｼﾂ
ﾂ
ﾊ
ﾑｼ

ﾊ
ﾝﾉ

ｷ類
､ｸ

ﾘ、
ｸ
ﾇｷ

ﾞな
ど

○
ﾁ
ｬ
ｲﾛ

ｻﾙ
ﾊ
ﾑ
ｼ

ﾊ
ﾝﾉ

ｷ類
ｾ
ｽ
ｼﾞ

ﾂﾂ
ﾊ
ﾑ
ｼ

ﾊ
ﾝﾉ

ｷ類
ﾙ
ｲ
ｽﾅ

ｶﾞ
ﾎ
ﾞ
ｿﾀ

ﾏﾑ
ｼ

ﾊ
ﾝﾉ

ｷ類
の
樹

幹
ｸ
ﾋ
ﾞﾅ

ｶﾞ
ｷ
ﾊﾞ

ﾁ
ﾊ
ﾝﾉ

ｷ類
ﾏ
ﾀ
ﾞﾗ

ﾊﾏ
ｷ
ﾎ
ｿｶ
ﾞ

ﾊ
ﾝﾉ

ｷ類
ﾋ
ﾄ
ｽｼ

ﾞｺ
ｽ
ｶ
ｼﾊ
ﾞ

ﾊ
ﾝﾉ

ｷ類
､
ﾔﾅ

ｷﾞ
類
な

ど
ﾌ
ﾀ
ｽｼ

ﾞｺ
ｽ
ｶ
ｼﾊ
ﾞ

ﾊ
ﾝﾉ

ｷ類
､
ﾔﾅ

ｷﾞ
類
な

ど
ｵ
ﾅ
ｶﾞ

ﾐｽ
ﾞ
ｱｵ

ﾊ
ﾝﾉ

ｷ
類

､ﾔ
ｼｬ

ﾌﾞ
ｼ
類

ﾂ
ﾒ
ﾚﾝ

ｹﾞ
ｸ
ﾛ
ﾂﾊ

ﾞﾒ
ｼ
ｼﾞ

ﾐ
ﾂ
ﾒﾚ

ﾝｹ
ﾞな

ど
○

○

ｻ
ﾂ
ｷ

ｶ
ﾜ
ﾗﾊ

ﾝﾉ
ｷ

※
 

動
物

種
の

抽
出

は
、

井
上

ほ
か

(
1
9
8
5
)
、

中
根

ほ
か

(
1
9
8
5
)
、

朝
比

奈
ほ

か
(
1
9
8
5
)
、

林
ほ

か
(
1
9
8
4
)
、

木
元

・
滝

沢
(
1
9
9
4
)
な

ど
を

参
考

に
し

た
。

植
物

名
動

物
名

食
　

草
出

現
状

況

表
．

峡
谷

特
有

の
植

生
の

主
要

構
成

種
・

峡
谷

特
有

の
植

物
を

食
草

と
し

て
利

用
す

る
昆

虫
種

 

 
サ

ツ
キ

を
食

草
と

す
る

種
の

う
ち

峡
谷

で
確

認
例

の

あ
る

ツ
ツ

ジ
グ

ン
バ

イ
は

、
害

虫
と

し
て

も
知

ら
れ

る
種

で
、

広
く

分
布

す
る

。
 

 
カ

ワ
ラ

ハ
ン

ノ
キ

を
食

草
す

る
種

の
う

ち
2

種
が

峡

谷
内

で
確

認
さ

れ
て

い
る

が
、

こ
れ

ら
の

種
は

他
の

植
物

も
食

す
る

た
め

、
カ

ワ
ラ

ハ
ン

ノ
キ

1
種

に
特

異
的

に
依

存
し

て
い

る
可

能
性

は
低

い
。
 

 
峡

谷
の

露
岩

地
に

生
育

す
る

ツ
メ

レ
ン

ゲ
は

、
ク

ロ

ツ
バ

メ
シ

ジ
ミ

の
食

草
と

な
っ

て
い

る
。
 

峡
谷

内
峡

谷
外

サ
ツ

キ
※

キ
チ

ョ
ウ

●
●

ス
ジ

グ
ロ

シ
ロ

チ
ョ

ウ
●

●

ナ
ミ

ア
ゲ

ハ
●

●

オ
ナ

ガ
ア

ゲ
ハ

●
●

ク
ロ

ア
ゲ

ハ
●

●

チ
ャ

バ
ネ

セ
セ

リ
●

●

ヒ
ラ

タ
ア

ブ
の

一
種

●
●

ア
オ

ヤ
ギ

バ
ナ

調
査

・
文

献
に

よ
る

情
報

な
し

-
-

カ
ワ

ラ
ハ

ン
ノ

キ
－

 (
風

媒
花

)
-

-

※
サ

ツ
キ

に
訪

花
す

る
昆

虫
は

、
平

成
1
1
～

13
年

に
か

け
て

実
施

し
た

サ
ツ

キ
の

訪
花

昆
虫

調
査

（
「

武
庫

川
ダ

ム
環

境
保

全
対

策
検

討
業

務
報

告
書

」
（

平
成

1
2

年
）

な
ど

）
で

確
認

さ
れ

た
種

。
そ

の
他

の
種

に
つ

い
て

は
文

献
調

査
を

実
施

。

種
名

（
植

物
）

種
名

（
昆

虫
）

生
息

状
況

 
サ

ツ
キ

の
訪

花
昆

虫
調

査
で

確
認

さ
れ

た
種

は
、

森
林

や
林

縁
に

広
く

生
息

す
る

チ
ョ

ウ
類

で
あ

り
、

サ
ツ

キ
の

分
布

し
な

い
地

域
に

も
生

息
す

る

種
で

あ
る

。
 

 
ア

オ
ヤ

ギ
バ

ナ
に

つ
い

て
は

実
態

が
不

明
で

あ
る

が
、

同
時

期
に

開
花

す
る

セ
イ

タ
カ

ア
ワ

ダ
チ

ソ

ウ
と

同
属

で
類

似
形

態
の

花
を

つ
け

る
た

め
、

特

異
的

な
関

係
に

あ
る

昆
虫

種
は

な
い

と
考

え
ら

れ

る
。

 

 

表
．

訪
花

昆
虫

の
調

査
結

果
（

平
成

1
1～

1
3

年
）

 

湛
水

区
域

湛
水

区
域

外

サ
ツ

キ
群

集
0.

3
5

0
.
00

0.
00

0
.
35

(1
00

%
)

( 
0
%)

( 
0
%)

(1
0
0
%)

ア
オ

ヤ
ギ

バ
ナ

－
ト

ダ
シ

バ
群

落
0.

6
8

0
.
53

0.
09

1
.
30

(
52

%
)

(4
1
%)

( 
7
%)

(1
0
0
%)

カ
ワ

ラ
ハ

ン
ノ

キ
群

集
1.

8
6

0
.
87

0.
00

2
.
73

(
68

%
)

(3
2
%)

( 
0
%)

(1
0
0
%)

そ
の

他
の

区
間

計
植

物
群

落

武
庫

川
峡

谷

表
．

各
植

物
群

落
の

区
域

別
分

布
面

積
（

単
位

：
ha

） 

 
武

庫
川

峡
谷

に
特

有
の

植
生

に
は

、
サ

ツ
キ

群
集

、

ア
オ

ヤ
ギ

バ
ナ

－
ト

ダ
シ

バ
群

落
（

以
上

、
河

辺
岩

上
植

物
群

落
）、

カ
ワ

ラ
ハ

ン
ノ

キ
群

集
（

河
畔

林
）
、

露
岩

地
（

植
生

図
な

し
）

が
あ

る
。
 

 
流

域
に

お
け

る
こ

れ
ら

の
植

物
群

落
の

分
布

を
み

る

と
、

分
布

は
武

庫
川

峡
谷

に
集

中
し

て
お

り
、

特
に

湛
水

区
域

の
占

め
る

割
合

が
大

き
く

な
っ

て
い

る
。
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1
5
 

Ⅳ
 

植
物

・
植

生
 

 １
．

調
査

目
的

 

植
物

・
植

生
は

、
峡

谷
部

の
重

要
な

構
成

要
素

で
あ

る
が

、
長

期
の

試
験

湛
水

等
に

よ
り

、
湛

水
区

域
内

の
個

体
は

枯
死

・

衰
退

す
る

。
植

物
・

植
生

は
、

動
物

の
生

息
の

場
と

も
な

っ
て

お
り

、
そ

の
再

生
は

峡
谷

の
自

然
環

境
を

保
全

す
る

上
で

も
重

要
で

あ
る

た
め

、
現

在
の

植
物

・
植

生
の

状
況

を
踏

ま
え

た
上

で
、

植
生

の
再

生
の

考
え

方
を

整
理

し
、

再
生

の
実

現

可
能

性
を

検
証

し
た

。
 

  ２
．

調
査

内
容

 

(
1
)
 
現

在
の

植
物

・
植

生
の

状
況

を
踏

ま
え

た
上

で
、
「

植
生

の
再

生
に

関
す

る
基

本
的

な
考

え
方

」
を

整
理

し
た

。
 

(
2
)
 
峡

谷
内

で
保

全
す

べ
き

植
生

の
再

生
の

技
術

的
な

可
能

性
を

検
証

す
る

た
め

、
「

優
占

樹
種

の
植

裁
実

験
」

を
実

施
し

た
。
 

(
3
)
 
貴

重
植

物
の

再
生

の
技

術
的

な
可

能
性

を
検

証
す

る
た

め
、「

貴
重

植
物

の
栽

培
・

植
栽

実
験

」
を

実
施

し
た

。
 

                          

 ３
．

調
査

結
果
 

（
１

）
 植

生
の

再
生

に
関

す
る

基
本

的
な

考
え

方
の

整
理

 

《
背

 
景

》
 

建
設

工
事

及
び

長
期

の
試

験
湛

水
で

は
、
植

生
（

植
物

）
を

維
持

で
き

ず
、

動
物

の
生

息
環

境
が

一
旦

失
わ

れ
る

こ
と

か
ら

、
植

生
を

再
生

さ
せ

、
生

息

の
「

場
」

を
再

生
す

る
こ

と
が

、
自

然
環

境
を

保
全

し
て

い
く

う
え

で
も

重
要

な
課

題
で

あ
る

。
 

そ
の

た
め

、
植

生
の

再
生

に
関

す
る

基
本

的
な

考
え

方
を

整
理

し
、

事
業

の
中

で
自

然
環

境
を

保
全

し
て

い
く

に
あ

た
っ

て
の

方
向

性
を

示
す

。
 

               

①
 

植
生

の
再

生
に

向
け

て
の

対
応

方
針

 
～

望
ま

し
い

植
生

景
観

の
設

定
～
 

1
)
 
武

庫
川

峡
谷

に
お

け
る

植
生

の
遷

移
 

植
生

の
再

生
に

あ
た

っ
て

目
指

す
「

武
庫

川
峡

谷
の

望
ま

し
い

植
生

景
観

」
を

設
定

す
る

。
 

設
定

に
あ

た
っ

て
は

、
ま

ず
峡

谷
の

植
生

の
成

り
立

ち
と

将
来

展
望

に
つ

い
て

、
サ

ツ
キ

な
ど

峡
谷

に
特

有
な

植
物

と

の
関

連
性

に
着

目
し

て
整

理
し

た
。
 

          

試
験

湛
水

に
よ

る
植

生
へ

の
影

響
が

大
き

く
、

湛
水

が
長

期
化

す

る
こ

と
に

よ
り

、
事

業
地

内
の

植

生
は

ほ
と

ん
ど

枯
死

・
衰

退
し

、

場
合

に
よ

っ
て

は
現

況
を

維
持

で
き

な
い

と
考

え
ら

れ
る

た
め

、

そ
の

事
後

に
お

い
て

実
施

す
る

植
生

の
再

生
に

つ
い

て
の

基
本

的
な

考
え

方
を

整
理

す
る

。
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1
6
 

樹
高

16
m、

胸
高
直
径

24
㎝
の
シ
イ
の
年
輪
（
50

年
程
度
） 

林
内
を
通
る
山
道
 

炭
焼
き
釜
跡
 

散
在
す
る
萌
芽
高
木
 

19
48

年
航
空
写
真
 

ｱ
)
 

過
去

の
植

生
 

～
植

生
の

低
林

管
理

に
よ

り
峡

谷
に

特
有

な
植

物
を

育
ん

で
い

た
過

去
～

 

武
庫

川
峡

谷
に

お
け

る
大

部
分

の
植

生
は

、
か

つ
て

は
薪

炭
林

と
し

て

利
用

さ
れ

て
い

た
と

考
え

ら
れ

る
。

そ
の

結
果

、
樹

高
の

低
い

林
が

維
持

さ
れ

て
い

た
。

峡
谷

斜
面

も
現

在
よ

り
も

樹
高

の
低

い
、

明
る

い
林

が
広

が
っ

て
い

た
。

そ
の

結
果

、
サ

ツ
キ

な
ど

が
生

育
す

る
河

川
の

露
岩

地
も

現
在

よ
り

も
明

る
い

環
境

に
あ

っ
た

と
考

え
ら

れ
る

。
 

          

ｲ
)
 

現
在

の
植

生
 

～
植

生
の

放
置

に
よ

り
峡

谷
に

特
有

な
植

生
に

影
響

が
生

じ
て

い
る

現
在

～
 

人
の

利
用

が
な

く
な

り
放

置
さ

れ
る

こ
と

と
な

っ
た

峡
谷

斜
面

の
植

生
は

遷
移

が
進

み
、
コ

ナ
ラ

や
ア

ラ
カ

シ
な

ど

の
樹

高
の

高
い

樹
木

が
優

占
す

る
に

至
っ

て
い

る
。

隣
接

す
る

河
川

の
露

岩
地

を
み

れ
ば

、
張

出
す

よ
う

に
生

長
し

た

樹
木

の
枝

葉
は

光
を

遮
り

、
サ

ツ
キ

な
ど

が
好

む
明

る
い

環
境

は
昔

に
比

べ
て

少
な

く
な

っ
て

い
る

。
ツ

メ
レ

ン
ゲ

な

ど
が

生
育

す
る

林
内

の
岩

場
に

つ
い

て
も

同
様

な
こ

と
が

い
え

る
。

こ
れ

ら
の

現
状

は
、

新
規

ダ
ム

の
計

画
と

は
無

関

係
に

生
じ

て
い

る
現

象
で

あ
る

が
、

武
庫

川
峡

谷
に

特
有

な
植

物
を

保
全

・
維

持
し

て
い

く
う

え
で

は
、

重
要

な
検

討

課
題

と
考

え
ら

れ
る

。
 

          

ｳ
)
 

将
来

の
植

生
 

～
現

在
の

問
題

が
さ

ら
に

顕
在

化
す

る
お

そ
れ

の
あ

る
将

来
～
 

峡
谷

斜
面

の
植

生
を

こ
の

ま
ま

放
置

し
続

け
る

と
、

断
崖

な
ど

の
特

殊
な

立
地

を
除

い
て

、
現

在
の

植
生

が
ど

の
よ

う
な

タ
イ

プ
で

あ
っ

て
も

、
次

第
に

常
緑

樹
の

林
（

照
葉

樹
林

）
へ

と
遷

移
し

て
い

く
。

そ
の

過
程

で
樹

木
は

さ
ら

に

大
き

く
な

り
、

峡
谷

に
特

有
な

植
物

の
生

育
地

は
、

ま
す

ま
す

狭
め

ら
れ

た
も

の
と

な
る

可
能

性
が

高
い

。
大

き
く

育

ち
す

ぎ
た

樹
木

は
、

急
峻

な
峡

谷
斜

面
に

あ
っ

て
は

台
風

時
な

ど
に

倒
れ

て
不

良
景

観
と

な
る

お
そ

れ
も

あ
る

。
 

 

2
)
 
望

ま
し

い
植

生
景

観
の

設
定

 

前
項

で
整

理
し

た
よ

う
に

、
武

庫
川

峡
谷

の
植

生
は

、
か

つ
て

薪
炭

林
と

し
て

人
間

の
利

用
と

自
然

の
再

生
力

の
バ

ラ

ン
ス

上
に

成
立

し
て

い
た

。
「

低
林

」
と

し
て

管
理

さ
れ

る
こ

と
に

よ
り

、
峡

谷
斜

面
に

は
、

林
相

の
明

る
い

樹
林

が
成

立

し
、

そ
れ

が
林

内
や

岩
場

の
植

物
を

育
む

と
と

も
に

、
隣

接
す

る
河

川
の

露
岩

地
を

明
る

く
し

、
サ

ツ
キ

な
ど

の
生

育
環

境

を
維

持
し

て
き

た
と

い
え

る
。

木
々

の
隙

間
か

ら
露

岩
地

が
見

通
せ

る
Ｖ

字
谷

の
渓

谷
、

こ
れ

が
峡

谷
特

有
の

生
態

系
を

維
持

し
て

き
た

武
庫

川
峡

谷
の

本
来

の
植

生
景

観
と

考
え

ら
れ

る
。

 

し
か

し
、

現
在

は
、

か
つ

て
の

薪
炭

林
が

放
置

さ
れ

て
か

ら
長

年
月

が
経

つ
こ

と
で

、
峡

谷
斜

面
は

鬱
蒼

と
し

、
峡

谷
本

来
の

植
生

景
観

が
大

き
く

変
貌

し
て

い
る

。
生

長
し

た
樹

木
の

枝
葉

が
ツ

メ
レ

ン
ゲ

や
サ

ツ
キ

の
生

育
地

を
被

陰
し

て
、

峡

谷
に

特
有

な
植

物
の

生
育

地
を

狭
め

て
お

り
、

今
後

放
置

が
続

け
ば

こ
の

傾
向

は
ま

す
ま

す
顕

著
に

な
る

と
予

想
さ

れ
る

。
 

こ
の

よ
う

な
考

察
に

基
づ

き
、

植
生

の
再

生
に

あ
た

っ
て

は
、「

武
庫

川
峡

谷
に

特
有

な
植

物
（

生
態

系
）

の
保

全
」、

「
地

域

固
有

の
風

景
、

ま
た

成
り

立
ち

の
尊

重
」

を
理

念
に

掲
げ

、
武

庫
川

峡
谷

の
望

ま
し

い
植

生
景

観
を

次
の

よ
う

に
設

定
し

た
。
 

                            

高
林
化
に
伴
い
埋
没
す
る
電
柱
 

サ
ツ
キ
の
本
来
の
生
育
地
 

山
林
と
の
境
界
に
 

辛
う
じ
て
残
る
サ
ツ
キ
 

山
林
に
埋
没
し
そ
う
な
 

ツ
メ
レ
ン
ゲ
の
自
生
地
 

ツ
メ
レ
ン
ゲ
の
本
来
の
生
育
地

ア
ラ
カ
シ
の
侵
入

山
林
の
下
端
が
岩
場
に
下
り
て
き
て
い
る
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②
 

目
標

植
生

の
設

定
 

衰
退

・
枯

死
す

る
事

業
地

内
の

植
生

を
「

望
ま

し
い

植
生

景
観

」
へ

と
適

切
に

導
い

て
い

く
た

め
、

現
存

す
る

植
生

タ

イ
プ

の
中

か
ら

、
外

来
植

物
群

落
な

ど
を

除
い

た
植

生
タ

イ
プ

を
再

生
の

対
象

し
、

そ
れ

ぞ
れ

に
つ

い
て

具
体

の
目

標
植

生
を

設
定

し
た

。
 

 

1
)
 
基

本
的

な
考

え
方

 

再
生

の
対

象
と

な
る

現
存

の
植

生
タ

イ
プ

に
つ

い
て

、
目

標
植

生
を

設
定

す
る

に
あ

た
っ

て
の

基
本

的
な

考
え

方
を

示

し
た

。
 

 

ｱ
)
 

植
生

タ
イ

プ
①

：
二

次
林
 

再
生

の
対

象
と

な
る

植
生

タ
イ

プ
の

う
ち

、
峡

谷
の

「
望

ま
し

い
植

生
景

観
」

を
具

現
化

す
る

た
め

に
も

重
要

と
考

え
ら

れ
る

植
生

タ
イ

プ
で

あ
り

、
低

林
管

理
に

よ
る

林
相

の
明

る
い

二
次

林
を

目
指

す
。
 

た
だ

し
、

こ
こ

で
の

低
林

管
理

は
か

つ
て

の
生

産
を

目
的

と
し

た
管

理
を

意
味

す
る

の
で

は
な

く
、

ツ
メ

レ
ン

ゲ
や

サ
ツ

キ
、

ア
オ

ヤ
ギ

バ

ナ
な

ど
峡

谷
特

有
の

植
物

の
保

全
を

重
視

し
た

管
理

と
す

る
。

す
な

わ

ち
、

峡
谷

斜
面

に
成

立
す

る
二

次
林

の
試

験
湛

水
に

よ
る

枯
死

・
衰

退

を
峡

谷
特

有
の

植
物

に
と

っ
て

プ
ラ

ス
に

作
用

す
る

現
象

と
捉

え
、

枯

損
木

等
の

伐
採

及
び

そ
の

事
後

に
お

い
て

成
立

す
る

明
る

い
環

境
を

定
期

的
な

皆
伐

に
よ

り
維

持
し

て
い

く
。

こ
の

た
め

、
皆

伐
周

期
も

従

来
の

十
数

年
に

１
度

と
限

定
す

る
の

で
は

く
、

峡
谷

特
有

の
植

物
の

存

続
が

期
待

で
き

る
周

期
で

伐
採

を
繰

り
返

す
。
 

な
お

、
伐

採
を

繰
り

返
す

範
囲

と
そ

れ
よ

り
高

標
高

に
あ

る
範

囲

と
の

境
界

線
に

つ
い

て
は

、
非

直
線

的
な

管
理

境
界

線
を

演
出

し
、

人
工

的
な

印
象

を
与

え
な

い
よ

う
配

慮
す

る
。
 

 

ｲ
)
 

植
生

タ
イ

プ
②

：
自

然
林

・
河

辺
岩

上
植

物
群

落
・

河
畔

林
 

再
生

の
対

象
と

な
る

植
生

タ
イ

プ
の

う
ち

、
こ

れ
ら

の
群

落
に

つ
い

て
は

、
供

給
源

に
乏

し
い

ほ
か

、
再

生
に

も
時

間
を

要
す

る
と

考
え

ら
れ

る
木

本
主

体
の

群
落

で
あ

る
。
再

生
の

確
実

性
を

高
め

る
た

め
、
こ

れ
ら

の
植

生
タ

イ
プ

に
つ

い
て

は
、

具
体

的
な

目
標

植
生

を
設

定
し

て
人

為
的

に
苗

な
ど

の
導

入
及

び
事

後
の

管
理

を
行

い
、

積
極

的
に

遷
移

を
コ

ン
ト

ロ
ー

ル

し
て

ゆ
く

。
 

 

ｳ
)
 

植
生

タ
イ

プ
③

：
低

層
湿

原
・

流
水

辺
１

年
生

草
本

群
落
 

再
生

の
対

象
と

な
る

植
生

タ
イ

プ
の

う
ち

、
こ

れ
ら

の
群

落
に

つ
い

て
は

、
立

地
が

残
り

上
流

に
種

子
な

ど
の

供
給

源
が

あ
れ

ば
自

然
に

再
生

す
る

草
本

主
体

の
群

落
で

あ
る

（
兵

庫
県

河
川

植
生

分
類

指
針

：
兵

庫
県

，
平

成
2
1

年
）。

こ
れ

ら
群

落
は

、
武

庫
川

流
域

に
広

く
分

布
し

て
お

り
、

再
生

を
自

然
の

回
復

力
に

委
ね

て
も

早
期

に
群

落
の

成
立

が

可
能

と
考

え
ら

れ
る

。
こ

の
た

め
、

低
層

湿
原

や
流

水
辺

１
年

生
草

本
群

落
は

、
具

体
的

な
目

標
植

生
を

限
定

せ
ず

、

自
然

の
回

復
力

に
よ

る
定

着
を

待
つ

方
法

を
考

え
、

結
果

と
し

て
現

在
の

植
生

量
が

維
持

さ
れ

る
こ

と
を

期
待

す
る

。
 

 

2
)
 
目

標
植

生
の

設
定
 

前
項

を
踏

ま
え

、
再

生
の

対
象

と
な

る
植

生
タ

イ
プ

ご
と

に
設

定
し

た
目

標
植

生
は

以
下

に
示

す
と

お
り

で
あ

る
。
 

                                      

※
 

「
林

縁
・

伐
採

跡
地

な
ど

の
植

物
群

落
」、

「
植

林
地

」、
「

外
来

植
物

群
落

」
な

ど
の

植
生

タ
イ

プ
は

、「
望

ま
し

い
植

生
景

観
」

の

構
成

要
素

に
は

な
ら

な
い

と
判

断
し

、
再

生
の

対
象

外
と

し
た

。
 

※
 

再
生

の
対

象
、

対
象

外
の

考
え

方
は

、「
第

44
回

流
域

委
員

会
検

討
資

料
 新

規
ダ

ム
建

設
に

よ
る

環
境

へ
の

影
響

検
討

」
に

よ

る
も

の
と

同
じ

で
あ

る
。
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③
 

目
標

植
生

と
貴

重
種

保
全

の
関

係
 

試
験

湛
水

に
よ

り
事

業
地

内
の

植
生

は
一

旦
、

枯
死

・
衰

退
す

る
。

こ
れ

に
伴

い
試

験
湛

水
の

範
囲

内
で

分
布

が
認

め

ら
れ

て
い

る
貴

重
な

植
物

も
大

き
な

影
響

を
受

け
る

。
影

響
を

受
け

る
貴

重
な

植
物

に
は

、
サ

ツ
キ

、
ア

オ
ヤ

ギ
バ

ナ
、

ツ
メ

レ
ン

ゲ
と

い
っ

た
峡

谷
に

特
有

な
植

物
も

含
ま

れ
る

こ
と

か
ら

、
こ

れ
ら

貴
重

種
の

保
全

は
、

先
に

定
め

た
「

望
ま

し
い

植
生

景
観

」
を

具
現

化
す

る
う

え
で

も
重

要
な

課
題

と
な

る
。

 

具
体

的
な

対
応

と
し

て
は

、
貴

重
種

の
そ

れ
ぞ

れ
が

単
独

で
生

育
し

て
い

る
の

で
は

な
く

、
様

々
な

植
物

が
集

ま
っ

た

植
生

の
中

で
構

成
種

と
し

て
存

在
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

貴
重

種
が

ど
の

目
標

植
生

に
属

す
る

か
、

個
々

の
生

育
立

地
の

特
性

を
考

慮
し

た
う

え
で

明
ら

か
に

し
、

目
標

植
生

を
整

備
、

誘
導

し
て

い
く

な
か

で
、

貴
重

種
群

の
植

栽
を

実
施

し
て

い
く

こ
と

が
望

ま
し

い
と

考
え

、
貴

重
種

保
全

は
原

則
と

し
て

、
増

殖
個

体
(
苗

）
に

よ
る

保
全

を
考

え
る

。
 

こ
こ

で
、

貴
重

な
植

物
と

そ
の

受
け

皿
と

し
て

の
目

標
植

生
の

対
応

を
以

下
に

示
す

。
 

                           

図
．

目
標

植
生

と
貴

重
種

保
全

の
関

係
 

                                     

図
．

貴
重

種
保

全
の

基
本

的
な

考
え

方
 

   

※
 貴

重
種

の
保

全
は

、
試

験
湛

水
後

に
そ

の
種

が
も

と
も

と
生

育
し

て
た

自
生

地
で

実
施

す
る

こ
と

を
基

本
と

す
る

が
、

二
次

林
＜

低
林

管
理

＞
で

出
現

す
る

と
考

え
ら

れ
る

岩
場

や
自

然
林

の
岩

場
に

は
、

積
極

的
に

貴
重

種
＝

峡
谷

に
特

有
な

植
物

を
植

栽
す

る
。
 

※
 ツ

メ
レ

ン
ゲ

、
ヒ

メ
ウ

ラ
ジ

ロ
、

ケ
キ

ン
モ

ウ
ワ

ラ
ビ

な
ど

岩
角

地
の

貴
重

種
は

、
河

川
護

岸
な

ど
人

工
構

造
物

に
も

植
栽

し
、

現
在

こ
れ

ら
貴

重
種

が
生

育
す

る
河

川
護

岸
の

状
態

を
再

生
す

る
。
 

次
善

策
と
し
て
の
保

全
方

法
 

主
た
る
保

全
方
法
 

増
殖
＋
試
験
湛
水
後

に
植

え
付
け
 

一
時

避
難
＋
試
験
湛
水
後

に
植

え
戻
し
 

・
 

試
験

湛
水

区
域

内
の

貴
重

種
を

増
殖
（

地
域

産

苗
）

し
、

試
験

湛
水

後
に

植
栽

適
地

へ
と

植
栽

す
る

。
 

・
 

原
則

、
枯

死
個

体
数

に
植

え
付

け
後

の
ロ

ス
を

見
込

ん
だ

数
量

を
目

標
に

苗
を

生
産

す
る

が
、

二
次

林
＜

低
林

管
理

＞
に

よ
り

増
加

す
る

岩

場
の

環
境

に
は

、
そ

こ
を

生
育

適
地

と
す

る
峡

谷
特

有
の

貴
重

種
を

積
極

的
に

植
え

付
け

る

こ
と

を
考

え
、

ヒ
メ

ウ
ラ

ジ
ロ

、
ツ

メ
レ

ン
ゲ

な
ど

の
岩

場
の

貴
重

種
に

つ
い

て
は

、
目

標
に

取
ら

わ
れ

な
い

数
量

を
で

き
る

限
り

確
保

し

て
い

く
。
 

・
 

増
殖

が
困

難
（

ま
た

は
試

験
湛

水
ま

で
に

増
殖

方
法

が
確

立
で

き
な

い
）

な
貴

重
種

に
つ

い
て

は
、

一
時

避
難

さ
せ

、
試

験
湛

水
後

に
植

え
戻

す
必

要
が

あ
る

。
 

・
 

植
栽

後
1
～
2

年
間

は
、

養
生

管
理

期
間

と
す

る
。
 

・
 

灌
水

や
除

草
な

ど
、
植

栽
後

に
必

要
な

養
生

を

行
う

。
 

・
 

ま
た

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
を

通
じ

て
、

適
宜

必
要

と
判

断
さ

れ
た

管
理

を
実

施
す

る
。
 

養
生
管
理

 

・
 

植
栽

後
3

年
間

目
以

降
の

管
理

。
 

・
 

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

を
通

じ
て

、
適

宜
必

要
と

判
断

さ
れ

た
管

理
に

以
降

し
て

い
く

。
た

だ

し
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

次
第

で
は

、
養

生
管

理
を

延
長

す
る

可
能

性
も

あ
る

。
 

・
 

貴
重

種
の

活
着

、
ま

た
は

活
着

の
目

処
が

た
つ

時
点

ま
で

管
理

を
継

続
す

る
。

 

一
般
管
理
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（
２

）
優

占
樹

種
の

植
栽

実
験

 

①
 

基
本

的
な

考
え

方
 

「
(
1
)植

生
の

再
生

に
関

す
る

基
本

的
な

考
え

方
の

整
理

」
に

お
い

て
、

植
生

の
再

生
に

関
す

る
基

本
的

な
考

え
方

を

整
理

し
、

自
然

林
、

河
辺

岩
上

植
物

群
落

、
河

畔
林

を
人

為
に

よ
り

再
生

す
る

目
標

植
生

に
位

置
づ

け
、

苗
の

植
栽

と

事
後

の
管

理
に

よ
り

適
切

に
再

生
し

て
い

く
こ

と
を

示
し

た
。

 

し
か

し
、

峡
谷

と
い

う
特

殊
な

立
地

に
お

け
る

苗
の

植
栽

に
つ

い
て

は
、

必
ず

し
も

豊
富

な
知

見
が

な
く

不
明

な
点

が
多

い
た

め
、

実
現

に
向

け
て

の
可

能
性

を
事

前
に

検
証

し
て

お
く

必
要

が
あ

る
。

 

こ
の

課
題

を
解

決
す

る
た

め
、

目
標

植
生

の
優

占
樹

種
ま

た
は

構
成

種
の

植
栽

実
験

、
並

び
に

事
後

の
経

過
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
行

っ
た

。
 

 

②
 

調
査

対
象

種
 

人
為

に
よ

る
目

標
植

生
の

再
生

に
あ

た
っ

て
は

、
優

占
種

と
な

る
も

の
や

そ
の

植
生

に
特

異
的

に
出

現
す

る
種

を
植

栽
し

、
そ

の
他

の
構

成
種

に
つ

い
て

は
、

後
発

的
な

飛
来

・
定

着
を

期
待

す
る

考
え

と
す

る
。

 

調
査

対
象

種
は

、
こ

の
よ

う
な

考
え

方
に

則
り

目
標

植
生

ご
と

に
人

為
的

に
植

栽
す

る
こ

と
に

な
る

可
能

性
の

高
い

も
の

で
あ

り
、

以
下

に
示

す
5

種
と

し
た

。
 

 

表
．

調
査

対
象

種
 

目
標

植
生
 

調
査

対
象

種
 

自
然

林
 

ア
カ

マ
ツ

－
イ

ブ
キ

シ
モ

ツ
ケ

群
落
 

ア
カ

マ
ツ

，
イ

ブ
キ

シ
モ

ツ
ケ
 

ア
オ

ヤ
ギ

バ
ナ

－
ト

ダ
シ

バ
群

落
 

－
※
 

河
辺

岩
上

植
物

群
落
 

サ
ツ

キ
群

集
 

－
※
 

カ
ワ

ラ
ハ

ン
ノ

キ
群

集
 

カ
ワ

ラ
ハ

ン
ノ

キ
 

ネ
コ

ヤ
ナ

ギ
群

集
 

ネ
コ

ヤ
ナ

ギ
 

河
畔

林
 

カ
ワ

ヤ
ナ

ギ
群

落
 

カ
ワ

ヤ
ナ

ギ
 

※
 

河
辺

岩
上

植
物

群
落

の
導

入
種

と
し

て
は

、
サ

ツ
キ

、
ア

オ
ヤ

ギ
バ

ナ
が

あ
げ

ら
れ

る
が

、
こ

れ
ら

は
、「

(
3
)

貴
重

種
の

保
全

に
係

る
実

験
」

に
て

植
栽

の
可

能
性

を
実

験
す

る
。
 

  

③
 

実
験

地
 

植
生

の
再

生
は

、
現

在
の

分
布

地
で

の
再

生
が

基
本

と
な

る
。

こ
の

た
め

、
調

査
対

象
種

の
植

栽
実

験
は

、
そ

れ
ぞ

れ
が

構
成

種
と

な
る

目
標

植
生

が
現

在
分

布
し

て
い

る
近

傍
と

し
た

。
 

 

④
 

養
生

管
理
 

苗
の

活
着

（
植

生
の

発
達

）
を

促
す

人
為

的
な

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

が
重

要
と

考
え

、
灌

水
や

除
草

な
ど

の
養

生
管

理
を

行
い

、
生

育
経

過
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
行

っ
た

。
 

 

⑤
 

植
栽

実
験

の
実

施
状

況
 

植
栽

実
験

の
実

施
状

況
は

次
頁

に
示

す
と

お
り

で
あ

る
。
 

 

表
．

植
栽

実
験

の
実

施
状

況
 

区
 

分
 

種
 

 
名
 

植
栽

の
時

期
 

個
体

数
 

ア
カ

マ
ツ
 

1
9

年
度
 

H
1
9
.1
2
.7

～
8
 

2
0

個
体
 

イ
ブ

キ
シ

モ
ツ

ケ
 

1
9

年
度
 

H
1
9
.1
2
.7

～
8
 

2
0

個
体
 

カ
ワ

ラ
ハ

ン
ノ

キ
 

1
9

年
度
 

H
1
9
.1
1
.3
0
 

2
0

個
体
 

ネ
コ

ヤ
ナ

ギ
 

1
9

年
度
 

H
1
9
.1
1
.3
0
 

2
0

個
体
 

調
査

対
象

種
 

カ
ワ

ヤ
ナ

ギ
 

1
9

年
度
 

H
1
9
.1
1
.3
0
 

2
0

個
体
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